


１．可能性

　１）人口：高齢社会に備える

　　　　　　「医療と福祉のまちづくり」

　２）交通：「コンパクトでネットワーク化

 　　　したまちづくり」

  ３）住みよさ：「子どもとその家族が住み

　　　　　　続けたいと感じるまちづくり」

２．課題

　１）安全・安心

　　　①歩行者優先の「歩いて暮らせるまち

　　づくり」

　　　②大規模災害に備えて被害を軽減する

　　「災害に強いまちづくり」

　２）にぎわい

　　　地域の活力（元気）を支える「おしゃれ

　でにぎわいのあるまちづくり」

　３）高齢化

　　　高齢者や障害のある人など誰もが「外出

　しやすいまちづくり」

　４）財政

　　　市民や事業者、大学などとの「協働に

　よる持続可能なまちづくり」

１

③計画の実現に向けて（まちづくりの推進方策）

１ 役割

策定時から概ね 20 年後、改訂から概ね 10 年後の平成 37 年（2025年）とします。

構想の実現を目指し、体制･仕組みづくりについての方策を示します。

【２～４ページ参照】 【５～６ページ参照】

【７ページ参照】

２ 目標年次

３ 構成

４ 見直しにあたっての取組

朝霞市都市計画マスタープランは、市全体と各地域ごとの将来像を明確にし、

今後のまちづくりを進めるための指針となるものです。

市を広域的にとらえ、目指すべき都市像とまちづくりの

目標を定め、分野別のまちづくりの方針を設定します。

市内を５地域に区分し、特性に応じた将来像とまちづくり
の目標を定め、身近なまちづくりの方針を設定します。

①全体構想

まちづくりの主要課題・これから 10年のまちづくりの視点「まちづくりキーワード」を抽出

②地域別構想

■まちづくりの主要課題 【まちづくりキーワード (26 キーワード )】

（１）市民参加型のまちづくりを進めること

（２）個性的で快適なまちづくりを進めるために朝霞市独自の将来像を明らかにすること

（３）都市計画の決定・変更の指針となること

朝霞市都市計画マスタープラン及び第５次朝霞市総合計画の検討で実施した市民意識調査や現況分析、各委員会

や地域別懇談会などで得られた多様な意見をふまえ、「まちづくりの主要課題」を整理し、今後 10 年で取り組むべき

「まちづくりキーワード (26 キーワード )」を抽出しました。

都市計画マスタープランとは

１. 住宅地と商工業地の適正な立地
２. 駅周辺などの商業地の活性化
３. 地域の拠点となる医療・福祉ゾーン形成
４. 大規模跡地の活用
５. 国道沿道など市街化調整区域の土地利用ルールづくり

６. サイクリングロードや自転車通行帯など自転車の交通環境の整備
７. 交通安全施設や交通規制などによる歩行者優先の生活道路の実現
８. 通学路の交通安全の確保
９. コミュニティバスなど公共交通ネットワークの充実

10. 多世代交流の場となる公園の整備及び農地の活用
11. 街路樹の管理推進や民有地の緑地保全の促進など良好な景観形成
12. 自然とのふれあい・生物多様性に配慮した河川環境・斜面林の保全
13. 太陽光発電などのクリーンエネルギー活用

14. 民間と連携した商業地のにぎわい創出や良好な市街地の形成
15. 密集住宅地の住環境の改善及び防災性の向上
16. 上・下水道未整備地域の整備推進
17. 地区計画や建築協定など地域提案型のまちづくりの促進
18. 老朽対策などのマンションの管理の適正化

19. 公共施設の老朽化対策・統廃合
20. 集中豪雨などの浸水対策の推進
21. 避難経路の安全確保とバリアフリー化
22. 避難場所・避難体制の確保
23. 防犯対策など安心して外出できるまち（セーフコミュニティ）の構築
24. 空き家等対策
25. 子どもや高齢者、障害のある人の地域生活圏を考慮した施設の
    配置・移動手段の確保（歩いて暮らせるまちづくり）
26. 市民イベント支援など多世代交流の促進
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【将来都市構造図】

３ 将来のまちの骨格(将来都市構造） 

　都市機能の集積や自然環境の保全の核となる「拠点」、将来像の基本概念の実現に向けたまちづくり

に先導的に取り組む「地区」、交通及び自然環境の骨格を形成する「都市軸」、土地利用方針を表す

「ゾーン」をそれぞれ設定します。

緑地景観保全ゾーン

自然と共存する公共公益施設等ゾーン

自然と調和のとれたまちづくりゾーン

　…多面的な活用が期待される地域の交流と
　　活性化を図る地区

　…地域経済の活性化や雇用の創出などに
　　資する土地利用を図る地区
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地域拠点

　…市民の健康づくりに資する施設の
　　集約的立地を図る拠点

緑の拠点

…都市拠点から遠距離にある地域
　のために都市機能を集約する拠点

　…まとまった緑地を保全する拠点

まちづくり重点地区

整備済区間／未整備区間

整備済区間／未整備区間／見直し検討区間(橙色 )

水と緑の軸

自然空間保全ゾーン
　…水辺空間や緑の保全と、周辺環境に調和
　　するレクリエーション活動の場

　…水と緑の軸と一体的に自然環境及び景観の
　　保全・創出を図る場

都市拠点…鉄道交通の利便性を生かした
　本市の中心的な拠点

医療と福祉の拠点

新たな拠点形成地区

　…良好な自然環境を保全しながら、拠点的な
　　公共公益施設の立地を図る場

　…自然資源を保全しながら、既存の集落地
  　環境の維持・向上、広域交通軸を生かした
　　土地利用を一体的に図る場

　…経済活動の場や住宅地として適正な土地利用
　　を図る市街化区域

○市街化調整区域など

○市街化区域

新市街化地区
　…都市農地などを生かした良好な住環境の
　　形成を促進する地区

　…主に隣接都市との広域的交流を促進する軸

　…水と緑を主にした自然的要素とふれあえる
　　空間づくりを促進する軸

　…広域交通軸を補完し、各拠点を結ぶ市内
　　の道路ネットワーク軸

広域交通軸（国道）

地域交通軸（県道・主要生活道路・都市計画道路）
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私が　暮らしつづけたいまち　朝霞

全体構想  ～市全体のまちづくりを進めるうえでの考え方～

１ 将来像（ビジョン）将来像（ビジョン）

２ 将来像の基本概念（コンセプト）

安全・安心なまち 子育てがしやすいまち つながりのある元気なまち 自然・環境に恵まれたまち



全体構想 ～市全体のまちづくりを進めるうえでの考え方～

４ 分野別方針　—　分野別まちづくりの方向性　—

将来像の基本概念を具体的に展開するために、５つの分野別に目標を設定します。

ポイント ポイント

①　土地利用分野 ②　道路交通分野

目標 目標・市街地の適正な利用

・市街地周辺の適正な利用

    （市街化調整区域の整序）

・やさしさに配慮した道づくり

・まちの骨格となる道路づくり

・良好な交通環境づくり

【土地利用分野の方針図】 【道路交通分野の方針図】
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①住居・商業・工業のバランスのとれた土地利用を

促進

②医療・福祉・教育施設の集約的な立地を誘導

③都市農地など自然と共存する良好な住環境を形成

④本市のシンボルとなる新たな憩いと交流の拠点と

して基地跡地の有効な土地利用を誘導

⑤市全体もしくは地域の活性化に資する大規模跡地

などの有効な土地利用の誘導

⑥市街化調整区域における自然環境の保全や適正な

利用のための規制・誘導

①安全で快適な歩行者空間の形成

②円滑な交通の確保などのため、都市の骨格を形成

する道路網の整備を推進

③長期未整備都市計画道路の見直しの検討

④市街地内外を結ぶ道路の整備や住宅地内の通過

交通の抑制について検討

⑤公共交通空白地区の解消や利便性向上のための

コミュ二ティバスの運行見直し推進

⑥交通結節点におけるユニバーサルデザイン等を推進
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JR
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線

③　緑・景観・環境共生分野

⑤　安全・安心分野

④　市街地整備分野

目標

ポイント

目標

ポイント

・まちの骨格となる緑づくり

・うるおいのある生活環境づくり

・まちの魅力を生み出す景観づくり

・循環型社会を目指した

　環境にやさしいまちづくり

・特性に応じた市街地づくり

・上水道の整備・充実

・公共下水道の整備

目標

ポイント

・災害や犯罪に強いまちづくり

・全ての人にやさしいまちづくり

【緑・景観・環境共生分野の方針図】 【市街地整備分野の方針図】
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水のネットワーク
緑のネットワーク(主要な軸)
緑のネットワーク(補助的な軸)
斜面のネットワーク
水と緑の拠点
基地跡地・周辺エリア
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凡例

道路

国道
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完了
施行中
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都市計画道路
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市街化区域
市域界

土地区画
整理事業

４

①黒目川及びその周辺の自然環境について、自然と

のふれあいや朝霞らしい景観の形成などの観点

から保全を推進

②武蔵野台地の崖線の斜面林など武蔵野の原風景を

残す緑について、生物多様性の保全、朝霞らしい

景観の形成などの観点から保全を推進

③本市のシンボルとなる緑に囲まれた新たな拠点と

して基地跡地の整備を推進

①現在実施している土地区画整理事業を推進

②まちづくり重点地区は今後地域の活性化などに

資することが期待される地区の都市基盤整備を

検討

③木造住宅、老朽住宅などが密集する地区について

は、震災時などにおける防災機能の向上や居住

環境の改善を促進

④地区計画等による商業空間におけるにぎわいの

創出を検討

①地震・火災・水害など災害の被害を最小限に抑え
るとともに、避難場所等を確保

②防犯環境づくりを推進

③便利で快適な「歩いて暮らせるまちづくり」を推進



地域別構想　～地域ごとのまちづくりの考え方～

北部地域北部地域

西部地域西部地域

【将来像】身近なみどりにあふれ　

　　　　　　　　人がめぐりあい 心豊かに暮らす まち

【将来像】自然（黒目川・緑）と歴史性（伸銅工業・旧街道）を活かし

暮らしにやさしく 住み続けられるまち  

・狭あい道路の改善などにより、安心・安全に暮らせる

快適な住環境の形成

・黒目川・新河岸川の河川沿いの自然環境の保全や、

空閑地の活用による公園の確保や残存する農地や緑地

の保全を図り、河川や公園などとのネットワーク化を

推進し、一体的に活用

・駅周辺のにぎわいの拠点にふさわしい環境づくりと、

居住地の生活に身近な商業機能の充実　

・良好な住環境の維持・整備とともに、防災性や快適性

を高めた住み良いまちづくり

・自然環境の保持や、歴史的価値の見直しなどによる

土地利用用途の特性を活かすような適正な配慮・誘導

・周辺環境への配慮・調整、身近な公共施設などの充実

による安全・安心で快適な生活環境づくり

・狭あい道路の解消などによる、安全でやさしい道路

づくり

　地域別構想は、それぞれの地域

の特性や課題に応じた将来の望ま

しい地域づくりの目標（将来像）、

まちづくりの方向性、地域づくりの

基本方針などで構成されています。

　地域区分は、現在ある生活圏の

範囲、住宅などの建物の集まり具合

とともに、鉄道や河川など市域を

大きく分割するような要素をもと

に５つの地域に区分しました。

東部地域

南部地域

北部地域
内間木地域

西部地域

東武東上線

JR武蔵野線
新河岸川

黒目川

【地域づくり方針図】

５ ６

【将来像】 あ彩に　さ爽やかに　か川面奏でる　し春夏秋冬

　　     う潤い　ち調和　ま真心の　ぎ義理と愛情の郷

　　　　　 ～残存する豊かな自然の整備保全～

【将来像】　水と緑と歴史に囲まれた

　　　　　         生活にうるおいをかんじるまち

【将来像】　豊かな緑に囲まれた

                        文化が薫る　賑わいのまち

内間木地域内間木地域

東部地域東部地域

南部地域南部地域

・良好な自然環境や農地に囲まれた潤いのある住み良い

まち

・より快適に、そして水害などの災害に対する安全性を

高め、安心・安全に暮らせるまち

・新河岸川流域の親水性を高め、アクセスの改善を図り、

他地域との交流を促進　

・農地の保全・活用、旧暫定逆線引き地区の利用方法の

検討や、住環境と農業環境の調和

・残存する自然・歴史資源の保全

・地形を活かした散策路づくりや体系的な道路網の形成

による、安心して楽しく歩ける歩行者空間づくり

・朝霞駅周辺は、生活利便性の向上、憩いやくつろぎの場

としての空間も充実した朝霞の顔となるまちづくり

まちづくりの方向性まちづくりの方向性

まちづくりの方向性まちづくりの方向性

・公共施設、基地跡地や駅前広場などとあわせた朝霞市

の顔・交流拠点としてのまちづくり

・体系的な道路網の形成による、安心して楽しく歩ける

歩行者空間づくりなど、ゆとりある住環境づくり

・市街地に散在する農地の保全・活用の検討・黒目川周辺

などの自然資源の保全や、膝折宿などの歴史・文化資源

の活用による特徴ある景観づくり

あざやか

まちづくりの方向性まちづくりの方向性まちづくりの方向性まちづくりの方向性

まちづくりの方向性まちづくりの方向性
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北朝霞公民館北朝霞公民館

宮戸市民センター宮戸市民センター

朝志ヶ丘市民
センター
朝志ヶ丘市民
センター

ゆめぱれす
（市民会館）
ゆめぱれす
（市民会館）

産業文化センター産業文化センター図書館
北朝霞分館
図書館
北朝霞分館

溝沼市民センター溝沼市民センター

西朝霞公民館西朝霞公民館

南朝霞公民館南朝霞公民館

中央公民館
コミュニティセンター
中央公民館
コミュニティセンター

図書館図書館

栄町市民センター栄町市民センター

弁財市民センター弁財市民センター

埋蔵文化財
センター
埋蔵文化財
センター 内間木公民館内間木公民館

仲町市民センター仲町市民センター

東朝霞公民館東朝霞公民館

子ども相談室子ども相談室

博物館博物館

朝霞第三中学校朝霞第三中学校

朝霞第五小学校朝霞第五小学校

朝霞第十小学校朝霞第十小学校

朝霞第一小学校朝霞第一小学校

朝霞第四小学校朝霞第四小学校

朝霞第四中学校朝霞第四中学校

県立朝霞高校県立朝霞高校

朝霞第一中学校朝霞第一中学校

県立朝霞西高校県立朝霞西高校

朝霞第六小学校朝霞第六小学校

朝霞第二小学校朝霞第二小学校

朝霞第
三小学校
朝霞第
三小学校

朝霞第九小学校朝霞第九小学校

朝霞第二中学校朝霞第二中学校

朝霞第七小学校朝霞第七小学校

東洋大学東洋大学

朝霞第八小学校朝霞第八小学校

朝霞第五中学校朝霞第五中学校

根岸台保育園根岸台保育園

東朝霞保育園東朝霞保育園

北朝霞保育園北朝霞保育園

宮戸保育園宮戸保育園

溝沼保育園溝沼保育園

さくら保育園さくら保育園

泉水保育園泉水保育園

本町保育園本町保育園

栄町保育園栄町保育園

浜崎保育園浜崎保育園
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その他

集落地・農地等
河川周辺
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学校

商業系ゾーン
工業系ゾーン
住居系ゾーン

中高層住宅地
低層住宅地

新市街化地区

新たな拠点形成地区
まちづくり重点地区
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凡  例
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都市拠点・地域拠点

鉄　道

地域交通軸

医療と福祉の拠点

水と緑の拠点

拠
点

地
区

都
市
軸

水と緑の軸
地域生活の主要軸

県道
主要生活道路

広域交通軸（国道）
整備済区間
未供用区間

都市計画道路
整備済区間
未供用区間
見直し検討区間

※その他：上記以外の市の施設および文化財
　　　　（無形文化財・古文書・絵図除く。）

緑地景観保全ゾーン
自然空間保全ゾーン

自然と調和のとれたまちづくりゾーン
自然と共存する公共公益施設等ゾ－ン




